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円安がもたらす「価格破壊」モデルの破綻
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円安は日本にどのような影轡

を及ぼしているのか。どのよう

な対応が必要なのだろうか。こ

うした問題について考えるため

には、円安の状況について、デ
ー タの確認をする必要がある。

円ドルレ ートは年初には115

円前後だったものが、5月には

130円まで、そして6月21日の

終値では136円台にまでいった。

急速なPl安への移行である。

円レ ートは過去50年で最も円

安となっているという議論があ

る。これは円ドルレ ートの話で

はなく、さまざまな通貨との間

の名目為替レ ートの平均である

名目実効為替レ ートを物価指数

で実質化した実質実効為替レ ー

トの話である。

円の貞の実）J （購買）j）を見

るためにはこの指標が適切であ

る。円の実質実効為替レ ートは、

2010年を100とした指標で、今

年の5月時点で61.77という超

円安となっている。近年最も円

高であった1995年4月時点で

150.84であったので、この閻に

円の実力はおおよそ40％に下が

ってしまったことになる。

円の実力かドがっているの

で、渭然、日本の所得や賃金か

諸外国に比べて低くなってい

る。日本が貧しくなっていると

言われるか、円の実力がこれだ

けドがっていれば当然である。

ただ、ド］の実力は円ドルレ ー

トのド浴だけで説明できるもの

ではない。95年．．の4月には1卜
‘

ルが80円を切るという円高を経

験したか、それを疸近の136円

という円安と比べると58％とい

う計罪になる。

4月と5月という若干のずれ

はあるか、実質文効為替レ ート

の40％に比べると下げ率は小さ

い。また、肛lドルではなく全て

の通貨との平均である名目実効

為替レ ートで見ると、95年4月

は93.7であるのに今年の5月は

76.43（いずれも2010年を100と

した指標）であるので、82％程

度への下落という計算結果か出

てくる。

何か言いたいのか。まず、実

質実効為替レ ートで見ると、円

は大変な円安（円の実力の低下）

となっている。それは円ドルレ
ートの大幅下落以上の下げ幅で

ある。以下で述べるが、日本で

物価や貨金が上がっていないと

いうことが重要な意味を持って

いる。

また、円ドルレ ートの下落だ

けでなく、他の通貨との関係も

見なくてはいけないとすると、

名目で見た円レ ートの下落輻は

円ドルレ ートで見たほど大きく

ない。名目実効レ ートでは82%

までしか下がっていないのに、

実質では40％まで下がっている

とすれば、 為替レ ートよりも物

価や賃金の動きの影響の方か大

きいということになる。

単純な数値例を使えは、仮に

日本の物価や賃金が20年間変化

せす、海外の物価や貨金が年率

2％で上昇していれば、それか

20年間続くと48.5％上昇すると

いう計算となる。 日本でデフレ

が20年近く続いたことの影響の

大きさが分かるだろう。

円の実力を表す実質夷効為替

レ ートは戦後ずっと円高方向に

上界を続け、1995年にピ ー クを

打った。その後は詰本的に円安

方向に動いている。日本の経済

の実力の変遷と同じような動き

になっている。

ちなみに71年までは日本も含

めて主要国の為替レ ートは固定

されていたか、

その間も円の実

質レ ートは円高

方向に動き続け

た。名目レ ート

が固定されてい

ても、物価や貨

金か上昇してい

たからだ。

現在の円安の＾

かなりの部分は

日本経済の実））の変遷を反映し

た構造的なものであり、金融政

策で円ドルレ ートが円高方向に

動いたとしてもその影響は限俎

的である。ちなみに、円ドルレ
ートは年初ではまだ115円前後

であったか、その時点でも円の

実質実効為替レ ー トは66.78と

いう超円安であった。

さて、この超円安はどのよう

な意味を持っているだろうか。

円安の多くが構造的なものであ

るとすると、経済政染によって

短期的に「月安を大幅に解消する

ことは難しい。もちろん、過度

な円安を是正する努）jは必疫か

もしれないし、物価や貨金か上

昇していくような成長政策も必

要だろう。

ただ、そうした政策を行った

としても、かつての絶頂期に比

べて円の実力か大幅に減少して

いるという事実を変えることは

できない。当面問われるのは、

企業かこの円安にとう対応する

のかということだ。

円高のピ ー クであった95年

に、私は「日本の物価はなぜ高

いのか」という本を書いた。そ

こでは円高を背景に価格破壊で

ビジネスモデルを変えていった

流通の話が中心であった。流通

だけでなく、全ての産業か日本

のり祖い購買｝）をビジネスモテル

にとう反映させるのか動いてい

た。

この価格破壊か社会や経済を

変えた。 もし今本をよくとした

ら、 タイトルは「日本の物価は

なぜ安し'0)か」となるのだろう

か。趙I`[J安で（毎外から (J) 凋逹コ

ストは高くなっている。円，薗時

代の価格破壊型のヒシネスか遥

用するはすはない（： 輸人物価や

企業物価か大輻に上昇するの

に、多くの企業か値上げできす、

消費者物価は上昇しない。値ヒ

げをした尚品を店に届けようと

して追い返されたメ ー カ ーのJj

の話を間くこともある。

嘔用のl胆札でも、安い労働）j

を活用して価格破壊を続けたビ

ジネスモテルは破綻しているよ

うにみえるの そうやって値段を

トけても、超円安の中ではコス

トをドげるのに限内はあるし、

そもそも賃金の安い日本に米る

外国人労働も減ってし＼くだろ

う。

今求められるのは、より高し＼

付加価値を提供できるような商

品間発や販光Jj法である。そう

した中で賃金を上げていくこと

で労働力を確保できる。円レ ー

トで見れは賃金やコストをt．げ

るように見えるか、超円安の中

では廂外に比べて決して割悩て

はなし叶まずた。
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